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高野山もようやく春の暖かさを感じる季節になりました。  

新入生の皆様や初めて利用される皆様！図書館には約 30 万冊の蔵書があります。  

先生方の論文やベスト 10 の本もあります。どんどん図書館をご活用下さい♪  

また、「それゆけ！としょかんだよ

り」は毎月発行している図書館情報  

誌です。こちらも併せて宜しくお願

いします。                                                                

 

                

一ニ〇〇年の叡智が凝縮した空間         

                                  武内 孝善  

わが高野山大学附属図書館は、どこの大学図書館にも負けない、 

極めて勝れた特色を持っています。それは何か。題名にあげた

「一二〇〇年の叡智が凝縮した空間」がそれです。つまり、「一

二〇〇年の叡智」、いまから一二〇〇年前・空海さんが活躍して

いた時代以来の本物の史料を数多く所蔵していることです。厳  

密にいえば、空海さんより五十年あまり前の奈良時代、そうして平安・鎌倉時代に書写さ

れた多くの古写本があります。質・量ともに、これだけのものを持っている大学図書館は、

無いといっても過言でありません。それらを拝見いたしますと、昔の人たちの勉強方法が

わかるとともに、ご労苦のあとが偲ばれます。  

 これらの史料を解読すれば、素晴らしい研究成果が約束されます。それは間違いありま

せん。是非、本学図書館の史料をご利用いただいて、独創的な研究をおこない、立派な論

文に仕上げていただきたい、と念願いたします。  

 図書館にどのような史料・本が所蔵されているかは重要ですが、もっと大切なことは、

それらの蔵書がいかに多くの人たちに利用され、人生を生きる上での糧になったか、であ

ろうと考えます。  

 われわれ図書館のスタッフ一同は、皆さんのこれからの学生生活が、より充実した実り

多きものになるために、骨身を惜しまずお手伝いさせていただきます。皆さんとともに、

世界遺産の地で、世界に誇れる図書館を創りあげたい、と願っております。  
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（編集後記）  

図書館は 5 月から土曜日の開館が 2 週

間に 1 回となります。図書館予定表で

開館日をご確認下さい。今年度も図書館

を宜しくお願いします♪（石原）  
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切り取り 

9:00-18:00 13:00-18:00
9:00-17:00 9:30-16:30
9:00-12:00 閉館

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

28 29 30 31 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 1

20010年 4月の開館予定表

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

25 26 27 28 29 30 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

20010年 5月の開館予定表
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高野山大学は明治 19 年 (1886)に開校したと公称していますが、実は明治維新直後の同 2 年

(1869)には、講学所
こうがくじょ

という前身となる学校が高野山内にありました。図書館の始まりも同 6 年

(1872)に認められます。この時は学校名を高野山小教院
しょうきょういん

と称していました。  

 この学校は、明治 5 年 (1872)に明治政府が全国の神官・僧侶を教導
きょうどう

職
しょく

という無給の官吏にして、

神仏合同の布教を義務づけたことに起因します。その教導職の教育・統括をしたのが大教院
だいきょういん

で、その

下に府県ごとに中教院
ちゅうきょういん

が、地方に小教院が置かれました。  

 高野山小教院では真言宗学の他に、日本史などの皇学、四書五経などの漢学、英語教育やキリスト

教・哲学・政治学などの洋学の講義が開かれていました。そこでは、今日の司書とも言うべき、図書

の購入・点検・貸出・返却を担当した係員の司籍が置かれていたのです。  

図書館と称するようになるのは、明治 31 年（1898）からです。当時は真言宗古義派全体の最高

学府でして、古義
こ ぎ

大学
だいがく

林
りん

(現在の金剛峯寺奥殿にありました )と称しました。同年に実施された修学旅

行の余剰金が 100 円 (現在のお金に換算すると 200 万円程となります )あり、学生は土宜法
と き ほ う

龍
りゅう

師 (万

国宗教大会に日本仏教代表として出席。御室派・高野派管長・高野山大学総理 (学長に相当 )等を歴任 )

の助言により、初めて金属活字によって出版された『縮刷大蔵経』を購入して大学へ寄贈しました。

大学当局はこれを受けて図書室を開室します。それ以降、卒業生や篤志家から寄贈図書と寄付金が次々

に寄せられて充実して行きました。大正元年（1912）には、図書館として独立した建物が建てられ

ました。同 9 年 (1920)には、高野山大学総理故密門
みつもん

有
ゆう

範
はん

師の遺徳を記念して密門文庫が設立されま

す。この文庫に、宗団をはじめ全国の真言宗寺院や篤志家から 1 万 3000 冊に及ぶ図書が集まりま

した。この文庫の充実が、その後の本学の旧制大学昇格を容易にいたしました。  

（つづく） 

 

 

 

 

                                       

 

図書館の歴史 図書課職員  木下浩良   

 

最初に寄贈された大蔵

経は、第１書庫の 3 階、

入ってすぐの所にあり

ます♪  


